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世界を恫喝する北朝鮮のロジックとは̶̶
核実験、ミサイル発射、そして「天安」撃沈の秘密・・・
「核保有国」北朝鮮の軍事・外交行動を解明する、待望の通史。

北朝鮮 瀬戸際外交の歴史
――1966～2012年

核実験、ミサイル発射に隠された意図は何か。そして哨戒艦「天安」撃沈の秘密とは。1966 年から 2012
年までの北朝鮮の軍事・外交行動を体系的に分析することで、そのパターンとロジックが明らかになる。
非武装地帯、黄海での攻防から、核・ミサイル外交、平和条約まで、北朝鮮の瀬戸際外交を各国の秘密解
除文書、そして脱北した北朝鮮の元幹部をふくむ各国関係者へのインタビューを用いて読み解く決定版。

《著者紹介》  

道下徳成（みちした・なるしげ）　
1965年岡山県生まれ。筑波大学卒業。ジョンズ・ホプキンス大学博士課程修了。国際政治学博士。
防衛省防衛研究所主任研究官、内閣官房副長官補（安全保障・危機管理担当）付参事官補佐などを経て、
現在、政策研究大学院大学准教授。
共編著に『中曽根康弘が語る戦後日本外交』（新潮社、2012年）、『シー・パワー』（芙蓉書房、2008
年）、『危機の朝鮮半島』（慶應義塾大学出版会、2006年）、『現代戦略論』（勁草書房、2000年）、ほか。

◎ 北朝鮮の軍事・外交に関する待望の通史
◎ 核実験やミサイル発射など、瀬戸際外交を続ける意図を読み解く
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軍事行動の“合理性”解明 「北朝鮮　瀬戸際外交の歴史」（道下徳成著）

　北朝鮮研究は、日本統治下の朝鮮研究および共
産圏研究の蓄積を土台として、わが国がリードし
てきた。しかし1990年代、とりわけ金大中政権に
よる北朝鮮文献の閲覧制限解除に伴い、韓国で膨
大な量の研究が出された。その結果、日本の北朝
鮮研究は後れをとったかのようにも見えたが、こ
こにきて再び高水準の研究が目につく。本書も特
筆すべき一冊となる。
　著者は、防衛省防衛研究所、内閣官房などを経
て政策研究大学院大で准教授を務める気鋭の研究
者であり、既に英文での単著を持ち、発信力につ
いて定評がある。
　北朝鮮の軍事行動について包括的な研究が不十
分であったとの問題意識のもと、北朝鮮の瀬戸際
外交の歴史を時期区分し、とりわけ重要性の高い
事例について詳細な分析が加えられている。
　北朝鮮が米情報収集艦を拿捕（だほ）したプエブ
ロ号事件（68年）、黄海で軍事危機を招いた西海事
件（73～76年）、米兵2人を殺害した板門店ポプラ
事件（76年）と、現在に至る「核・ミサイル外交」

を、一つの文脈で捉え直すことに成功している。
　北朝鮮の政策目的は時代とともに、野心的かつ
攻撃的なものから、限定的で防衛的なものへと変
化してきたことが実証される。また北朝鮮の指導
者たちは、その政策目的を達成する合理的手段と
して軍事力を用いてきたことが明らかにされる。
　一方、その軍事行動は局地的な軍事バランスな
ど構造的要因で促進ないし制約された。最近の研
究動向でもあるが、多様な資料で北朝鮮なりの論
理を解明する試みである。
　明確な評価基準の設定と論理構成が著者の強み
だろう。そのため、重厚な研究書ながらも全体を
通して読みやすい。巻末のインタビューリストも
圧巻である。資料的制限の多い研究分野では、文
献のみならず関係者への聴取能力も問われる。
　わが国における北朝鮮研究の一つの到達点とし
て高く評価され、後進としてはハードルを上げら
れた印象だ。（礒崎敦仁・慶応大専任講師）
（ミネルヴァ書房・5040円）＝2013年8月15日④配信

ともに泣き、怒り、祈る 「わたしをみつけて」（中脇初枝著）

　小説の舞台は、児童虐待をテーマにした前作
「きみはいい子」と同じ新興住宅地。田畑が消えて
急速に人口が増え、希薄な人間関係がただよう、
どこにでもありそうなありふれた町だ。
　生後まもなく、産婦人科医院に捨てられた准看
護師の弥生は、産婦人科がない病院を求めて、そ
の町に流れつく。施設で育ち、小学1年生の時に
里親に引き取られたが、愛され方がわからず反発
をくり返し、ふたたび施設に戻された。
　社会に出て、はじめて得た生きていくための職
場と、気がねなく過ごせる自分の部屋。ようやく
つかんだ平穏な暮らしを失わないために、弥生は
本音を胸にしまい込み、いつも借り物の笑みを顔
にはりつけている。誰からもいい子だと思われた
い。そつなくふるまいながら、ときおり仮面の下
で毒づく。その生々しさに胸がつまる。
　親に捨てられた子どもが、健気（けなげ）に生き
る童話に出てくるようなきれいごとは、ここには
ない。良質な物語であるのに、ノンフィクション

を読んでいるようなリアルさを感じるのは、書き
手のまなざしが、心に傷を負った子どもの真実に
対して、どこまでも誠実だからだろう。ともに泣
き、怒り、あかるい明日がくることを祈っている。
　私たちは、絶妙に他人と巡り合っている。弥生
もそうだ。自分の信念をつらぬく新任の看護師長。
虐待されている子どもを見守るおじさん。明日が
あることに気がつかせてくれた友だち。そしてま
た彼らも誰かと巡り合っている。
　はるか昔の人たちは、夜空にきらめく星と星を
つなげ、星座をつくった。やがてそれらは神話と
なって語りつがれた。
　生まれも育ちも関係ない人々が出会い、そこか
ら生まれる物語は、どこか星座の成り立ちに似た
ものを感じる。
　この小説を読み終えたときに、満天の星空が脳
裏にひろがった。それぞれが居場所を教えるよう
に、美しく輝いていた。（松井雪子・作家、漫画家）

（ポプラ社・1470円）＝2013年8月15日⑤配信


